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　毎年、三宮神社春の例祭に奉納される、
伝統芸能である溝祭獅子舞は、約450 年
前から地域に伝承されています。
　雨乞い獅子として有名で、日照り続き
の時に船尾に登り、雨乞い祈願をすると、
必ず恵みの雨が降るというので、遠くの
村々まで評判になったと伝えられていま
す。
　農業用水路の整備が進んだ現在は、昔
に比べると水の心配はずいぶん少なくな
りました。しかし、それまでは、田畑に
必要な水は天気次第で、「雨乞い獅子舞」
は、農業を生活の糧とした地域の人々の、
恒例の行事でした。
　５月 29 日、溝祭獅子舞保存会の約 60

人が船尾滝まで行き、昔をしのんで 11 年
ぶりに、雨乞い獅子舞を行いました。
　初夏の日差しに美しく輝く獅子頭が、
とても印象的でした。その様子は、翌日
の上毛新聞記事と、６月９日のＮＨＫ
『ほっとぐんま640』で紹介されました。
　今年の水不足が心配されるなかでの、
雨乞い獅子舞でしたが、その夜から翌日
にかけて、田植え時の恵みの雨が降りま
した。
　現在、特に若手の後継者が不足気味で、
将来的な継承には不安があるようです。
伝統芸能を、キラリと光る、まちの財産
として末永く受け継がれていってほしい
と思います。
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